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図1　イネの雌しべ（柱頭）に付着した花粉

図2　葯および花粉における 遺伝子の発現
青く染まった部位（葯壁、花粉および内外穎の維管束）
で発現している（A）穎花の外観（B）葯の切片

図3　 遺伝子破壊系統（変異体（ヘテロ））と
正常型系統における花粉発芽率、ヨード染色率ならびに
花粉数

イ
ネ
の
花
粉
の
は
な
し

　
イ
ネ
の
花
は
た
い
へ
ん
地
味
で
す
が
、

き
ち
ん
と
雌
し
べ
と
雄
し
べ
が
あ
り
ま
す
。

雄
し
べ
（
葯
）
の
な
か
に
は
た
く
さ
ん
の

花
粉
が
入
っ
て
い
て
、
開
花
す
る
と
葯
か

ら
飛
び
出
し
て
雌
し
べ
（
柱
頭
）
に
付
着

し
ま
す
（
図
１
）
。
す
る
と
、
花
粉
か
ら

細
長
い
管
状
の
組
織
（
花
粉
管
）
が
伸
び

出
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
花
粉
発
芽
と
い
い

ま
す
。
花
粉
管
は
雌
し
べ
の
中
を
伸
び
進

み
、
胚
珠
に
到
達
し
て
受
精
が
行
わ
れ
ま

す
。
花
粉
発
芽
に
は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
で
、
花
粉
内
部
に
は
多
量
の
デ
ン

プ
ン
が
蓄
え
ら
れ
て
い
て
、
発
芽
時
の
重

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
人
工
培
地
で
の
花
粉
発
芽
に
シ
ョ

糖
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
花
粉

は
内
部
の
デ

ン
プ
ン
だ
け

で
な
く
外
部

（
柱
頭
組
織
）

か
ら
も
シ
ョ

糖
を
取
り
込

ん
で
発
芽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
花
粉

の
形
成
や
そ
の
働
き
は
、
イ
ネ
の
一
生
の

中
で
も
低
温
や
高
温
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
に

特
に
弱
く
、
花
粉
機
能
の
解
明
と
そ
の
増

強
は
ス
ト
レ
ス
に
強
い
イ
ネ
を
作
る
た
め

に
大
切
で
す
。
し
か
し
、
イ
ネ
花
粉
が
ど

う
や
っ
て
外
部
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て

い
る
の
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

花
粉
と
シ
ョ
糖
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー

　
花
粉
が
シ
ョ
糖
を
利
用
す
る
と
き
、
シ

ョ
糖
は
そ
の
ま
ま
で
は
細
胞
膜
を
通
過
で

き
な
い
の
で
、
シ
ョ
糖
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ

ー
と
い
う
特
別
な
輸
送
タ
ン
パ
ク
質
が
必

要
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
イ
ネ
の
シ
ョ

糖
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
遺
伝
子
の
一
つ

O
sSU

T
1

が
花
粉
機
能
と
ど
の
よ
う
に
関

わ
る
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

O
sSU

T
1

は
花
粉
や
葯
で
強
く
発
現
し
て

お
り
（
図
２
）
、O

sSU
T

1

が
破
壊
さ
れ

た
イ
ネ
の
花
粉
は
発
芽
能
力
が
大
幅
に
低

下
し
、
受
精
能
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
図
３
）
。
す
な
わ

ち
、
イ
ネ
の
花
粉
発
芽
で
はO

sSU
T

1

に

よ
る
外
部
の
シ
ョ
糖
の
取
り
込
み
が
必
須

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

O
sSU

T
1

が
破
壊
さ
れ
て
も
花
粉
の
形
成

や
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
に
は
影
響
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
（
図
３
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

花
粉
が
形
成
・
成
熟
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
貯
蔵
養
分
はO

sSU
T

1

以
外
の
輸

送
タ
ン
パ
ク
質
に
よ
っ
て
花
粉
に
取
り
込

ま
れ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
こ
う
し
た
過
程
も
含
め
て
花
粉
の
糖
代

謝
を
さ
ら
に
解
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

イネの花粉で働くショ糖トランスポーターイネの花粉で働くショ糖トランスポーター
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特　集 都県、農業者、企業との交流・協力の推進について都県、農業者、企業との交流・協力の推進について

企画管理部研究調整役　山本　真也

は
じ
め
に

 
農
研
機
構
で
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
始
ま

っ
た
第
３
期
中
期
計
画
に
お
い
て
も
、
地
方

自
治
体
、
農
業
者
、
民
間
企
業
、
大
学
等
と

の
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、
研
究
成
果
の
普

及
、
利
活
用
の
た
め
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ

ナ
ー
を
積
極
的
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

 
中
央
農
研
は
、
こ
う
し
た
機
構
の
方
針
の

も
と
で
、
外
部
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
強
め

る
べ
く
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 1
　
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム

 
農
業
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を
踏
ま

え
て
研
究
を
推
進
し
、
得
ら
れ
た
研
究
成
果

を
現
場
へ
速
や
か
に
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り

地
域
農
業
を
振
興
す
る
た
め
、
農
業
者
、
農

業
団
体
、
普
及
指
導
員
、
研
究
者
等
が
お
互

い
に
意
見
・
情
報
交
換
を
行
う
マ
ッ
チ
ン
グ

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
19
年
度
に
制
定
さ

れ
た
農
林
水
産
省
の
通
知
に
基
づ
き
、
同
省

と
共
同
で
開
催
す
る
も
の
で
、
農
研
機
構
や

都
県
の
最
新
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
技
術
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
個
別

の
打
合
せ
を
行
う
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

成
果
の
普
及
や
実
用
化
に
向
け
た
効
果
的
な

マ
ッ
チ
ン
グ
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

 
こ
れ
ま
で
の
開
催
経
過
は
表
１
の
と
お
り

で
、
22
年
度
か
ら
は
中
央
農
研
が
担
当
す
る

３
つ
の
地
方
農
政
局
と
よ
り
一
層
の
意
思
疎

通
を
図
り
、
地
域
の
農
政
課
題
の
解
決
に
貢

献
す
る
よ
う
、
開
催
形
態
を
見
直
し
ま
し
た
。

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
都
県
や
機
構
の
他
の

研
究
所
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
関
連
す

る
行
事
と
連
続
あ
る
い
は
同
時
に
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
相
乗
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
工
夫

表1　マッチングフォーラムの開催経過

開催年度 テーマ 開催場所

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

高生産性水田輪作システムを支える技術の普及に向
けて

茨城県つくば市

北陸稲作の新たな展開をめざして 新潟県上越市

愛知県名古屋市
農業を元気にする新技術（同時開催：「農林水産・食品
産業新技術開発フェア」）

【関東】飼料イネ・飼料米の効率的な生産・利用技術
　　　　（関連行事：「飼料イネの研究・普及に関する
　　　　情報交換会」）   

東京都千代田区

【北陸】大豆の湿害軽減技術と食品加工 新潟県上越市

【東海】省力栽培、消費拡大を目指す野菜の新技術・
　　　　新品種（同時開催：「農林水産・食品産業新技
 術開発フェア」）

愛知県名古屋市

表2　平成23年度マッチングフォーラム

開催月日 テーマ等 開催場所

11月24日

11月24日

12月20日
（展示は19日～）

埼玉県さいたま市

新潟県上越市

愛知県名古屋市

【関東】環境にやさしい病害虫防除技術
　　　　（関連行事：関東地区における植物防疫関係
　　　　の会議）

【北陸】水稲の高温登熟障害に対応した安定生産に
　　　　向けて
　　　　（関連行事：北陸地域研究・普及連絡会議）

【東海】新技術の活用による新たな地域農業ビジネ
　　　　スの展開（同時開催：「農林水産・食品産業新
 技術開発フェア」）　
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を
凝
ら
し
て
お
り
、
23
年
度
も
引
き
続
き
３

地
域
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。（
表
２
）

 2
　
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

 
農
研
機
構
は
、
民
間
企
業
や
都
道
府
県
、

大
学
の
方
々
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め

に
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
設
け
て
い
ま
す
。
中
央

農
研
に
は
３
つ
の
施
設
（
表
３
）
が
あ
り
、

そ
の
積
極
的
な
活
用
を
行
う
と
と
も
に
、
中

央
農
研
が
担
当
す
る
関
東
東
海
北
陸
地
域
の

試
験
研
究
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 
こ
う
し
た
取
組
の
流
れ
の
中
で
、
本
年
７

月
、
中
央
農
研
と
（
独
）
理
化
学
研
究
所
が

協
力
し
、
新
た
な
共
同
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
環
境
保
全
型
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
に
お
い
て
、
都
県
や
民
間
企
業
等
の
研

究
者
に
、
理
研
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

が
維
持
・
保
存
し
て
い
る
多
数
の
シ
ロ
イ
ヌ

ナ
ズ
ナ
系
統
を
利
用
し
て
病
害
虫
防
除
技
術

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。

 3
　
関
東
東
海
北
陸
農
業
試
験
研
究
推
進
会
議

 
農
研
機
構
は
、
地
域
の
農
業
に
関
す
る
技

術
の
向
上
の
た
め
に
、
国
、
都
道
府
県
並
び

に
機
構
の
専
門
研
究
所
等
の
協
力
を
得
て
、

地
域
推
進
会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
地
域
推
進
会
議
に
つ
い
て
、
第
３
期
中
期

計
画
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
、
地
方
農
政

局
と
の
意
思
疎
通
を
一
層
図
り
な
が
ら
、
地

域
の
研
究
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
等
を
実
施

す
る
大
切
な
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

 
中
央
農
研
が
担
当
す
る
関
東
東
海
北
陸
地

域
に
お
い
て
は
、
各
専
門
分
野
に
お
い
て
、

実
質
的
な
議
論
と
参
加
者
間
の
情
報
交
換
が

十
分
で
き
る
よ
う
、
地
方
農
政
局
が
都
県
等

か
ら
収
集
す
る
技
術
的
課
題
（
農
業
現
場
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
）
を
も
と
に
、
よ
り
詳
細
な
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

競
争
的
資
金
へ
の
提
案
を
目
指
し
試
験
研
究

の
課
題
化
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
共
同
研

究
が
整
う
条
件
を
醸
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
た
も
の
で
す
。

 4
　
そ
の
他

 
以
上
の
よ
う
な
取
組
の
ほ
か
、
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
や
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
i
n

に
い
が
た
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
、
効
果

を
考
え
な
が
ら
積
極
的
に
出
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
11
月
16
日
に
は
、
つ
く
ば
市
の
農
林

研
究
団
地
に
お
い
て
、
茨
城
県
等
と
共
同
で
、

異
分
野
融
合
・
テ
ク
ノ
コ
ロ
キ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
常
的
に
密
接
な
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
地
元
を
中
心

と
し
た
異
分
野
で
活
躍
中
の
企
業
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
農
業
に
関
わ
る
研
究
機
関
の
研

究
者
と
の
間
で
、
活
発
な
技
術
討
論
を
通
じ

て
新
技
術
の
創
出
を
目
指
し
た
も
の
で
す
（
コ

ロ
キ
ウ
ム
は
ラ
テ
ン
語
で
「
討
論
」
を
意
味

し
ま
す
。
）
。

 お
わ
り
に

 
今
回
は
、
中
央
農
研
の
産
学
連
携
活
動
の

一
端
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
は
、
詳
し
く
は
中
央
農
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
、ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

表3　中央農研のオープンラボ

名　称 概　要（コンセプト）

環境保全型病害虫防除技術

開発共同実験棟

環境保全型の病害虫防除技術の開発を目的とした産学官

の共同研究に利用するための施設  

萌芽研究推進共同実験棟

バイオマスエネルギー産学

官共同開発研究施設

バイオマス資源エネルギーに関わる技術を共同研究する

ための実験施設

産学官連携で生物学、工学融合領域研究の農業分野への

応用を目指した萌芽研究を推進するための施設
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市
民
講
座
開
講
中

　
農
業
試
験
研
究
の
取
り

組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
に
、
研
究
者
が
専
門

分
野
の
話
題
を
中
心
に
わ

か
り
や
す
く
お
話
す
る
市

民
講
座
を
毎
月
、
第
２
土

曜
日（
9
時
30
分
〜
10
時

30
分
）に
食
と
農
の
科
学

館
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
51
回
12
月
10
日（
土
）

　
　
稲
作
と
地
球
温
暖
化

第
52
回
1
月
14
日（
土
）

　
　
身
近
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 

　

T
E
L
　
0
2
9
│

8
3
8
│

7
1
5
8
　
　

F
A
X
　
0
2
9
│

8
3
8
│

8
5
7
4

水
稲
新
品
種
「
笑
み
の
絆（
え
み
の
き

ず
な
）」
お
よ
び
酒
米
の
新
品
種
「
楽

風
舞（
ら
く
ふ
う
ま
い
）」の
育
成

　
寿
司
米
に
向
く
水
稲
新
品
種
「
笑
み
の
絆
」
と
清

酒
お
よ
び
泡
盛
に
向
く
酒
造
好
適
米
新
品
種
「
楽
風

舞
」
を
育
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
笑
み
の
絆
」
は
、寿
司
米
用
と
し
て
定
評
の
あ
る

「
ハ
ツ
シ
モ
」
か
ら
育
成
さ
れ
た
「
岐
系
1
2
0
号
」
と

良
食
味
系
統
「
収
6
6
0
2
」の
交
配
か
ら
育
成
さ

れ
た
品
種
で
す
。ご
飯
は
、な
め
ら
か
で
、ほ
ぐ
れ
易
く
、

酢
の
し
み
こ
み
が
良
い
の
が
特
長
で
す
。
高
温
耐
性
に

優
れ
、猛
暑
下
に
お
い
て
も
高
い
玄
米
品
質
を
示
し
ま

す
。「

楽
風
舞
」
は
、短
稈

の
良
食
味
品
種
で
あ
る

「
ど
ん
と
こ
い
」
と
酒
米

品
種
「
五
百
万
石
」
の

交
配
か
ら
育
成
さ
れ
た

品
種
で
す
。
耐
倒
伏
性

は
「
五
百
万
石
」
よ
り

強
い
の
で
栽
培
し
や
す

く
、
清
酒
で
は
淡
麗
、

泡
盛
で
は
口
当
た
り
の
ソ

フ
ト
な
「
軽
快
」で
「
華
や

か
」な
酒
と
な
り
ま
す
。「
笑

み
の
絆
」
は
島
根
県
の
農

業
法
人
で
、「
楽
風
舞
」
は

新
潟
県
と
沖
縄
県
の
酒

造
メ
ー
カ
ー
で
製
品
化
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ー
ド
テ
ッ
ク
2
0
1
1

　
│
国
際
食
品
産
業
展

　
　
　
 
2
0
1
1
大
阪

　
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
（
大
阪

市
）で「
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
2
0
1
1

│
国
際
食
品
産
業
展
2
0
1
1
大
阪
」（
9
月
7
日

〜
9
日
）が
開
催
さ
れ
、中
央
農
研
か
ら
は
、昨
年
に

続
き
、「
直
売
所
向
け
高
鮮
度
カ
ッ
ト
野
菜
の
受
注
・

販
売
シ
ス
テ
ム
」
関
連
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
同
イ
ベ

ン
ト
は
、食
品
産
業
に
関
わ
る
幅
広
い
分
野
の
企
業
、

団
体
の
出
展
や
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
な
り
、3
日
間
で
1
万

8
千
人
が
来
場
し
て
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

 
展
示
で
は
、新
鮮
な
野
菜
を
用
い
た
「
食
材
セ
ッ
ト
」

の
実
物
展
示
の
ほ
か
、新
た
な
試
み
と
し
て
、食
材
セ
ッ

ト
を
用
い
た
試
食
も
行
い
、食
材
卸
や
給
食
事
業
者
な

ど
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
試
食
で
は
、先
般
の
東
日

本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
茨
城
県
日
立
市
の
農
産
物

直
売
所
「
十
王
物
産
セ
ン
タ
ー
鵜
喜
鵜
喜（
う
き
う

き
）」の
野
菜
ソ
ム
リ
エ
が
、シ
ス
テ
ム
の
実
証
試
験
を
行

っ
て
い
る
関
係
か
ら
、応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

「笑みの絆」の玄米および籾
左：笑みの絆、中：コシヒカリ、右：いただき

「笑みの絆」のにぎり寿司
シャリが光っているのがわかります。

「楽風舞」の籾および玄米
左：楽風舞、中：五百万石、右：ひとめぼれ

「楽風舞」の圃場写真
左：ひとめぼれ、中：楽風舞、右：五百万石
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